
【 会 議 結 果 】（書面開催） 
 

 本来であれば、令和３年９月ごろに令和３年度刈谷市環境都市アクションプラン

推進会議を開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観

点から、やむなく会議は開催せず、書面での開催によるご協力と貴重なご意見をい

ただきましてありがとうございました。 

 なお、以下の議事について、委員全員から書面による回答があったため、会議成

立とみなし、その回答により決議とさせていただきました。 

 

 

１ 会議名 

  令和３年度刈谷市環境都市アクションプラン推進会議 

 

２ 開催方法 

  書面により開催 

 

３ 開催年月日 

  令和３年１０月２７日（水）（資料発送日：令和３年１０月２５日（月）） 

 

４ 書面開催資料送付者 

  刈谷市環境都市アクションプラン推進会議委員 １３名（別添名簿のとおり） 

 

５ 議題 

  （１）刈谷市環境都市アクションプラン進行管理について 

 

６ 結果（回答提出期限：令和３年１１月８日（月）） 

  ・議題（１）について、次のとおり、３件の意見提出がありました。 

 

 

 



委員名 意見 回答 

愛知教育大学 

榊原洋子委員 

資料１のＰ２に「……２

０１３年度比で４６％削減

すると発表されました」と

記載されています。刈谷市

のアクションプランについ

ても、相当な追加プランが

必要になると考えます。そ

のためのロードマップなど

はどのように策定していく

予定であるのか等、早めの

検討・発散的議論が必要だ

と考えます。 

 現在刈谷市で策定している

刈谷市環境都市アクションプ

ランについては、国の目標値が

変更されたことに伴い、来年度

から２か年かけ、目標値の再設

定を含めた改定を行うことを

予定しております。 

内容の改定については、委員

の皆様のご意見を伺いながら

進めていきたいと考えており

ますので、今後複数回にわた

り、会議等を開催させていただ

く予定です。 

お忙しい中大変恐縮でござ

いますが、どうぞご理解とご協

力をよろしくお願いいたしま

す。 

株式会社アイシン 

恒川智行委員 

・日本の２０３０年目標が

２０１３年度比▲４６％と

変更される中、エネルギー

基本計画も再エネ割合を拡

大する方向性が示されてい

る。 

・環境先進都市刈谷市が▲

２６％の目標では、遅れを

とっている感が否めない。 

・今後、中電の電力ＣＯ２排

出係数（Ｐ１１）も改善され

現在、市としても、現行の刈

谷市環境都市アクションプラ

ンの目標値と、国の定めた新た

な目標値との乖離については

修正の必要があると考えてお

り、来年度から２か年かけ、目

標値の再設定を含めた計画の

改定を予定しているところで

す。 

なお、目標値については、根

拠に基づいた数値を設定して



る傾向にあることも考慮

し、見直しを図ることをお

願いしたい。 

いく必要があると考えており、

委員の皆様には、今後ともご意

見を頂戴することがあるかと

存じます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

かりや消費者生活

学校 

稲田八寿子委員 

 刈谷市のＣＯ ２排出量が

大方の分野で基準年度比が

徐々に減っていることが分

かりました。また、民生家庭

部門では気象に、廃棄物部

分では抽出したゴミの中の

プラスチック含有割合に左

右されるということで、減

らせないことにも理由があ

るということに気付かされ

ました。 

いただいたご意見の通り、全

体として市のＣＯ２排出量は

減少傾向にありますが、分野に

よってはデータを左右してし

まう外的要因があり、同じ条件

でのデータの取得が難しい部

分もございます。 

ただ、市として、これらのデ

ータを年度毎に公表していく

ことは、市の実情を多くの方に

知っていただくという点で非

常に意義深いと考えておりま

すので、今後も公表を続けてい

く所存です。 

※ 回答書の提出 １３件 

※ 意見あり    ３件 

 

以上 


